
保
養
地
・
沼
津
と
し
て
島
郷
か
ら
千

本
松
原
に
至
る
エ
リ
ア
の
再
興
を
図
る
こ

と
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
島
郷
か
ら
千
本
松

原
に
至
る
エ
リ
ア
は
、
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
に
代
表
さ
れ
る
皇
室
と
の
ゆ
か
り
、

文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
歴
史
的
風
土
、
沼

津
港
を
中
心
と
し
た
海
の
恵
み
な
ど
本
市

な
ら
で
は
の
地
域
資
源
や
、
首
都
圏
に
近

く
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
立
地
優
位
性
な
ど
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
エ
リ
ア
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
エ
リ

ア
の
魅
力
を
十
分
に
発
信
・
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
行
っ
て
み
た
い
、

問答

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
上

の
課
題
に
対
す
る
認
識
と
評
価
は
。

教
育
長
／
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、
不
安
や
悩
み
な
ど
を
抱
え
る
児
童
生

徒
へ
の
心
の
ケ
ア
の
ほ
か
、
教
職
員
や
保

護
者
へ
の
指
導
・
助
言
を
行
い
、
対
応
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
教
育
委

員
会
よ
り
割
り
当
て
ら
れ
た
配
置
時
間
数

に
応
じ
て
各
学
校
に
配
置
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
個
々
の
問
題
に
対
す
る
対

応
時
間
が
限
ら
れ
る
こ
と
や
複
雑
化
す
る

問
題
に
的
確
に
対
応
す
る
資
質
の
向
上
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
市

で
は
、
中
学
校
区
単
位
で
同
じ
ス
ク
ー
ル

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

応
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
状
況
と
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
組
は
。

危
機
管
理
監
／
令
和
二
年
三
月
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
業

務
対
応
計
画
を
各
課
の
業
務
内
容
に
合
わ

せ
て
作
成
し
、
市
民
が
安
心
で
き
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
市
民
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
や
対
応
方
針
等

の
周
知・啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国・

県
と
連
携
を
図
り
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
迅
速
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
財
政
需

要
を
踏
ま
え
た
財
政
運
営
の
方
法
は
。

問
※1

答問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
、

①
県
内
で
は
、
既
に
導
入
し
て
い
る
浜
松

市
・
富
士
市
に
続
い
て
、
静
岡
市
と
湖
西

市
が
令
和
四
年
四
月
か
ら
の
導
入
を
発
表

し
て
い
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。
②
先
行

し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
本
制
度
に
対
す

る
理
解
が
十
分
で
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
制
度
の
必
要
性
に
対
す
る
認

識
は
。
③
性
の
多
様
性
理
解
の
た
め
、
本

市
職
員
に
向
け
た
研
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

企
画
部
長
／
①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
は
、
県
が
、
県
内
全
域
を

対
象
に
適
用
さ
れ
る
制
度
と
し
て
令
和
四

問
※3

答

住
ん
で
み
た
い
、
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
第
五
次
沼

津
市
総
合
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

柱
で
あ
る
「
地
域
の
宝
を
活
か
す
ま
ち
」

の
施
策
を
進
め
、
誇
り
高
い
沼
津
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
相
談
対
象
が

小
学
校
と
中
学
校
に
通
う
兄
弟
姉
妹
で
あ

っ
て
も
関
連
づ
け
て
対
応
で
き
る
工
夫
を

し
て
い
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
児
童
生
徒
の
保
護
者
と
適
切
な
信
頼

関
係
を
構
築
で
き
て
い
る
か
を
評
価
し
、

県
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
で
指
導

に
つ
な
げ
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
成
長
と

と
も
に
複
雑
化
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
対
す
る
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
配
置
時
間
数
の

増
加
と
資
質
の
向
上
に
向
け
た
人
材
の
育

成
を
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
く
。

財
務
部
長
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
民
間
活
力
や

国
・
県
の
補
助
金
、
市
債
を
活
用
し
て
財

政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を
図
り
、
市
民

生
活
の
安
定
に
必
要
な
施
策
を
推
進
し
つ

つ
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
対
す
る
認
識
は
。

企
画
部
長
／
令
和
三
年
三
月
に
策
定

し
た
沼
津
市
情
報
化
推
進
・
官
民
デ
ー
タ

活
用
推
進
計
画
は
、
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
国
の
計
画
と
方
向
性
が
一
致
し
て

お
り
、
本
計
画
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の

効
率
化
が
図
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

答問

※2

答

年
度
中
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
の
制
度
が
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
提
案
し
て
い
く
。
②
本

制
度
は
、
性
的
少
数
者
が
安
心
感
や
自
己

肯
定
感
を
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
性
の
多

様
性
へ
の
理
解
促
進
に
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
③
性
的
少
数

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
職
員

に
対
す
る
研
修
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
令
和
四
年
一
月
開
催
予
定
の
性
の

多
様
性
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
に
職
員
の
参
加

を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
職
員
全
体
へ
の

研
修
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

保養地・沼津の再興を図ること
に対する認識は

スクールカウンセラー活用上の
課題に対する認識は

新型コロナ感染症に対応した
ＢＣＰの作成状況は

パートナーシップ制度の
必要性に対する認識は

井
原
　
三
千
雄

小
泉
　
宣
子

渡
邉
　
博
夫

平
野
　
　
謙

一 般 質 問市政について問う！

▲ぬまづの宝 100選にも選ばれている
　千本松原（上）と沼津御用邸西附属邸（下）
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